
 
 
 
 
 
 
 

【自主 敬愛 勇健】  ～生徒も教師も生き生きと活動する学校～ 

2 学期８６日がスタート！ 

＜２学期始業式より＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸子北中学校だより                                  

Carillon times          
No.８  R8.8.20 

発行:学校長 宮澤良雄 

校長講話より（抜粋） 

最初に、熊本の地震や千葉の豪雨で犠牲になられた方々のご冥福を祈り、黙とうを捧

げたいと思います。 ※全員で黙とう 

２６日間の夏休みが終わりました。夏休みはどうでしたか？ これを頑張った、挑戦し

たという休みでしたか？今日は休み明けの初日で、気が重いという人も多いと思いま

す。お互い、ぼちぼち、学校生活のリズムを取り戻していきましょう。 

夏休みに見た姿や頑張りを紹介します。生徒会役員の皆さんは、それぞれの場所で、

秋桜祭に向けての準備を進めていました。みんなのためにありがとう。美術部の皆さん

もステージバックの制作をはじめ創作活動を行っていました。当日のお披露目を楽しみ

にしています。男子テニス部の皆さんは、北信越大会の団体戦で１勝を上げました。い

い経験ができました。花の水やりや草取りをするコスモス委員、部活動で汗を流す人  

などなど・・・。すべては伝え切れませんが、他にも頑張っている姿がありました。 

※３人の２学期の抱負についてのコメント（省略します。） 

３年生と話をしていると、毎年２学期にこんな声が増えます。「３年になって勉強時

間を増やしたけど、テスト点が下がった。」「やっているのに結果が出ない。」という声

です。総合テストになり、テスト範囲が「２年生の全範囲＋今学習しているところ」

というように広がったり、応用問題や記述式の 

問題が増えたりするので、結果が出にくくなるわ 

けです。「結果が出ないと不安になるし、やる気 

もなくなっていく」と嘆いていました。気持ちは 

とてもわかります。私たちは、努力をすれば努力 

した分だけ結果となって表れることを期待します。 

こんなにやったから結果が出るはず。出てほしい 

という思い、願い。イメージとするとこんな感じ 

の（正比例の）グラフでしょうか。しかし、多く 

各学年の発表者 

１年代表 HS さん（1-2） 

２年代表 KT さん（2-1） 

３年代表 NG さん（3-1） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の健康に関すること、スクールカウンセラー（SC）、スクールソーシャルワーカー（SSW）  

への相談等ご希望がありましたら、お気軽に学校までご連絡ください。 （電話：42－2445） 

の場合、努力が結果となって表れるまでには準備期間があるものです。こんな感じのグ

ラフがイメージとしてはいいのかなと思います。つまり、理想の努力曲線と現実の成長

曲線にはギャップがあります。そこを堪えて努力を続けていると結果が出始める。伸び

ていく時がやってくる。大事なのは、それまで「あきらめないこと」。今はまだ目に見

える結果は出ていないけれど、やがて努力は実を結ぶと信じて、今できることをコツコ

ツ積み上げる。今より「プラス１」の努力を粘り強く続けることなのです。 

 私が愛読しているマンガ『はじめの一歩』に登場する鴨川会長の名言を紹介します。

それは「努力した者がすべて報われるとは限らん。しかし、成功した者は皆すべからく

努力しておる」です。マンガ『ＳＬＡＭ ＤＵＮＫ』に登場する桜木花道も、２万本のシ

ュート練習などの努力の積み上げが、絶対王者山王工業を破る、最後のジャンプシュー

トにつながったのですね。努力の先に成功への道が開くと信じて、最初の一歩を踏み出

し、本気になって努力を積み上げていこう。 

 次に、一人の女性を紹介します。小林さやかさんです。１０年以上前の 2015 年に、

この女性をモデルに映画がつくられました。有村架純さん主演の『ビリギャル』です。

写真のように金髪ギャルのさやかさん。塾の面接で歴史の問題を出されこう答えました。

「せいとくたこ」。何のことだかわかりますか？答えは聖徳太子。多くの小学生が知って

いる歴史上の人物の名前をそう思っていたのです。高２の夏の時点におけるさやかさん

の学力は、小学校４年生レベルだったそうです。英語は、ローマ字が読める程度。そん

なさやかさんが１年半後に、合格するのが大変難しい慶応義塾大学に入学するのです。

周りから「慶応なんて無理」と笑われたさやかさん。でも、彼女がすごいのは、本気で

「合格する」と決めたことです。その決意がこれです。※スライド表示 本気で自分の

行動を変えて、不可能を可能にしたさやかさん。グレートだと思いませんか。最初に紹

介した本の中でさやかさんはこんなことを言っています。３年生は特に、進路目標の実

現に向けてよく聞いてください。※スライド表示 なりたい自分や手に入れたい結果が

あるのなら、とにかく最初の１歩を踏み出してみよう！今の自分に「＋１」です。 

最後に、２学期のスタートにあたり、もう１つこの言葉を贈ります。１０年以上伝え

てきている言葉です。スライドの言葉を目で追ってください。 ｢あなたの未来は、自分

のしゃべっている言葉によってつくられる。しゃべっている言葉によってあなたの未来

が変わる！｣です。思いやりのある言葉を使っていれば、温かい言葉や感謝が返ってくる。悪い

言葉を使っていれば、冷たい言葉が返ってくる。言葉には大きな力があります。あなたは、 

どんな未来がいいですか？   

今日のポイントです。※右のスライド 

２学期の登校日数は８６日。秋桜祭の他に、３年 

生は総合テストが４回、１・２年生は新人戦や生徒 

会役員選挙があります。なりたい自分の姿や手に入 

れたい結果を具体化し、自分の好き・強み、自信の 

ある得意分野を伸ばす２学期にしていこう。 

 


